
 

 

六甲山自然案内人の会 

平成 29 年 2 月度定例自然観察会報告書 

 

実施日 ：平成 29 年 2 月 11 日（土） 

担当班 ：2 班 

コース ：神戸市営地下鉄西神南駅～いぶきの森～いぶきの森東公園テニスコート周辺 

参加人数：会員 39 名 ビジター27 名 計 66 名 

テーマ ：西神南の「いぶきの森」で冬芽を観察 

 

概要 

 西神南ニュータウン開発時に、自然を残し遊歩道を備えた身近な里山として「いぶきの森」が 

 作られた。この場所では、100 種を超える樹木が確認でき、厳しい冬を乗り切る様子や、冬芽・葉痕

などを身近に観察することができる。 

 

本日観察した樹木 

 リストは別添 

西神南ニュータウンについて 

 櫨谷川と伊川に挟まれた丘陵地に 1993 年に誕生した。造成中の 1987 年にアケボノゾウの化石が、約

160 万年前の大阪層群明石累層と呼ばれる地層から発見される。この地層は、レキ層、砂層、粘土層

が繰り返し重なってできており、河原、湖岸、湖底という変化を何回も繰り返すことにより形成され

る。 

  

  

 

 

 

 

 

 

観察した主な冬芽 

  

 

 

 

 

 

 

    

三大美芽（ネジキ、ザイフリボク、コクサギ）から 

      

ネジキ          ザイフリボク   



 

 

目立つ頂芽から 

    

 

ウルシ科から 

   

      ハゼノキ          ヤマハゼ          ヤマウルシ 

 

セミの産卵痕 

 枯れ木や樹皮の裏に産卵する。（生木だと産卵箇所が塞がる恐れがあるため） 

 卵は冬を越し翌年の梅雨の時期に孵化する。（土の中に潜りやすいため） 

孵化した幼虫はそのまま地面に落ち土の中に潜り込む。 

 

 

 

 

後記 

 雪の予報にも関わらず、ビジター27 名の参加があった。                     

今回から 6 班体制にしたので１班４~５名で観察することが出来、きめ細やかな対応が出来たと思われ

る。また、解説者それぞれが入念に下調べを行い、工夫を凝らした案内をしていたので参加者の満足

度も高かったと思われる。 

 



 

 

 


